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保育実習指導のミニマムスタンダードVer.2に基づく 
保育所実習の評価に対する提言

Proposal for the evaluation of the nursery teachers training based on 
the Minimum Standard Ver.2 for childcare practice.

Abstract：
本研究は、保育実習指導のミニマムスタンダードVer.2に基づく保育所実習の改善を提案する。以

下の 3 点の取り組みを行った：1）シラバスと保育実習評価対応させた、2）評価項目をパフォーマン
ス評価できるようにした、3）例えば「子育て支援等の記録」のような評価票に対応した新しい実習
記録を作成した。

This	study	suggests	improvement	of	the	nursery	teachers	training	based	on	The	Minimum	
Standard	Ver.2	 for	childcare	practice.	Three	 improvement	plans	were	suggested:1）	
correspondency	of	syllabus	and	nursery	teachers	training	evaluation	were	satisfied,	2）	
performance	assessment	were	used	as	nursery	teachers	training	evaluation,	3）	new	record	
methods	such	as	"record	about	the	child	care	support"	were	developed.

キーワード：保育所実習、保育実習指導のミニマムスタンダード、パフォーマンス評価
Keywords ：	childcare	practice,	The	Minimum	Standard	Ver.2	of	nursery	teachers	training	

programs,	performance	assessment

原　孝成
（Takaaki HARA）

原 孝成： 人間学部子ども学科教授

１．はじめに
2019年度から本学子ども学科においても、保

育士養成課程の再課程認定後の新課程が開始さ
れ、今年度2021年 4 月より新課程に基づく保
育所実習I、保育所実習II（以下「保育所実習
I,II」と表記）及び保育所実習指導I、保育所実
習指導II（以下「保育所実習指導I,II」と表記）
が開始される。多くの保育士養成校における教
科目において、実習に携わる教科目はその中心
となる（高坂・和田・松田・千葉,	2002）と考
えられる。従来、保育実習に関わる指導内容は
各養成校の独自の取り組みが中心であったが、

2005年に社団法人保育士養成協議会（以下「保
養協」と表記）から「保育実習指導のミニマム
スタンダード1）」（以下「保育実習MS」と表記）
が提案され、保育実習のガイドラインが示され
たことになる。その後、2017年に保養協より

「保育実習指導のミニマムスタンダード2017年
版2）」が出され、これが現在の「保育実習MS	
Ver.2」となっている。筆者は、「保育実習指導
のミニマムスタンダード2017年版」の編集と
してその取りまとめの作業に関わった経験か
ら、本学子ども学科の保育所実習I,II及び保育
所実習指導I,IIを「保育実習MS	Ver.2 3）」に準
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拠したものに授業内容の調整を行ってきた。そ
のためには、評価票や日誌、授業や実習施設に
配布する資料など改定を必要とする部分もあ
る。本研究では、実習評価を中心に、今後の実
習及び実習指導のあり方について提言を行う。

２�．保育実習指導のミニマムスタンダー
ドの策定の経緯
2001（平成13）年に保育士資格が国家資格化

し、保育士は名称独占を持ち専門性を持った資
格として認知されるようになった。それを受け
保育士養成校においては、高度な専門性を有す
る保育士を養成する体制づくりが必要だと考え
られるようになった。しかしながら、当時保育
士養成校の教科目における実習及び実習指導の
重要性は認知されていたが、その指導体制は各
養成校に任されており、統一したガイドライン
等は作られてはいなかった。そのような状況の
なか、保養協の専門委員会の2004年度、2005
年度研究報告として「効果的な保育実習のあり
方に関する研究4）」が刊行された。ここで、保
育実習MSが示され、2007年に「保育実習指導
のミニマムスタンダード5）」として出版され
た。その後、いくつかの養成校では、それを取
り入れた保育実習や実習指導について検討がな
される（e.g.	相浦・高濱・那須・原・野中，2008;	
千葉，2008）とともに、保育実習MSを基盤と
した保育所実習指導のテキスト（e.g.相浦・那
須・原，2008）が出版されるなど、保育実習MS
は保育士養成おいて一定のインパクトを与えた
と考えられる。

その後、2015（平成27）年の子ども・子育て
新制度の施行に伴い、保育士の役割や保育施設
の位置づけが多様化、高度化していくなか、
2017年に保養協により保育所実習指導のミニ
マムスタンダードの改定がおこなわれ「保育実
習指導のミニマムスタンダード2017年度版6）」
が刊行され、これを基に2018年に「保育実習
MS	Ver.2 7）」が出版された。現在、新ミニマム
スタンダードを検討した研究（e.g.山田，2021）
や保育実習MS	Ver.2に基づく保育実習指導の
テキスト（e.g.相浦・那須・原，2020；和田上・
那須・原，2020）も作成されており、保育士養

成課程における保育実習のガイドラインとし
て、今後その位置づけはより重要になると思わ
れる。

３�．保育実習指導のミニマムスタンダー
ドVer.2に基づく実習評価の課題1：養
成校・学生（実習生）・実習施設間の共
通理解
保育実習MS	Ver.2には、「保育実習I（保育

所）」（本学子ども学科では「保育所実習Iに相
当）と「保育実習II」（同「保育所実習II」に相
当）それぞれの評価票のサンプルが作成されて
おり、本学子ども学科ではそれに準拠した評価
票を使用している（資料 1 ,	 2 参照）。保育実習
MS	Ver.2及びそれ以前の保育実習MSの評価
票は、厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知

「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準に
ついて」に示されている、教科目の教授内容

（以下　「基準シラバス8）」と表記）を基に作成
されている。保育実習MS	Ver.2に示されてい
るように、実習評価の評価基準が１）厚生労働
省の保育士資格の基準シラバスに基づく評価基
準に関する共通理解、２）学生に実習評価基準
を開示、３）養成校と実習施設間の連携である
とするならば、やはり統一した保育実習の目標
と、その目標に対する評価基準を示し、養成校
と学生と実習施設間で共通理解をはかる必要が
あると考えられる。そのための本学子ども学科
の取り組みとして、
１	）子ども学科の保育所実習I，IIのシラバスに

基準シラバスに準拠した学修内容を明記する
（表 1 参照）

２	）子ども学科のシラバスと対応するように、
保育所実習I，IIの評価票を保育実習MS	
Ver.2に準拠したものに変える（資料 1 , 2 参
照）（参考資料として旧保育所実習I，IIの評
価票を文末に掲載）

３	）評価項目について学生及び実習施設間で共
通理解をはかるために、保育実習指導Iの事
前指導で評価票の説明を学生に対して行うと
ともに、事前指導で使用する資料（資料 3 ,	
4 参照）を実習施設に実習の手引きとともに
送付する
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４	）保育実習の事後指導において、評価票に基
づき学生には自己評価を実施する

５	）保育実習の事後指導において、実習施設の
評価と自己評価を見ながら実習事後の面談を
実施する

以上の内容を含むように調整を行った。この
時、保育実習MS	Ver.2にも示されているよう
に、実習施設での評価結果を学生に開示するこ
とは重要な取り組みではあるが、実習施設や学
生の中には抵抗感があるのも実感していた。そ
こで、本学子ども学科では、評価票の表面に「表
面の評価内容は実習生に開示されます。」（資料
1 , 2 参照）､ 裏面には「裏面は実習生に開示され
ません」と注意書きを書くようにし、実習施設
に対して、共通理解をはかるようにし、実習施
設からの学生に対して直接開示しにくい情報は

裏面に書けるようにした。また、保養協の「保
育実習の効果的な実施方法に関する調査研究9）」
では、養成校に対するインタビュー調査では、
評価票に関して実習事後指導での取り組みとし
て語られることが多く、実習事前指導で評価票
について具体的に解説する取り組みは、養成
校・学生・実習施設間の共通理解を高めるため
にも重要な取り組みであると考えられる。

４�．保育実習指導のミニマムスタンダー
ドVer.2に基づく実習評価の課題2：パ
フォーマンス評価
保育実習MS	Ver.2に基づく評価票でもう一

つ課題となるのは、評価項目の難しさがあると
思われる。保養協の「保育実習の効果的な実施
方法に関する調査研究10）」では、7 割の養成校

表 シラバスに明記されている保育所実習 及び の学修内容

保育所実習 の学修内容 保育所実習 の学修内容

保育所等の役割と機能について学ぶ。

保育所における子どもの生活と保育士の援助や関

わりについて学ぶ。

保育所保育指針を理解し、実際の保育の展開につい

て学ぶ。

子ども理解について学ぶ。

子どもを観察し、記録することにより子ども理解に

ついて学ぶ。

子どもの発達過程について学ぶ。

子どもへの援助や関わりについて学ぶ。

保育内容・保育環境について学ぶ。

保育計画に基づく保育内容について学ぶ。

子どもの発達過程に応じた保育内容について学ぶ。

子どもの生活や遊びと保育環境について学ぶ。

子どもの健康と安全について学ぶ。

保育の計画、観察、記録について学ぶ。

全体的な計画と指導計画及び評価について理解す

る。

記録に基づく省察・自己評価を行う。

専門職としての保育士の役割と職業倫理について学

ぶ。

保育士の業務内容について学ぶ。

職員間の役割分担や連携・協働について学ぶ。

保育士の役割と職業倫理について学ぶ。

実習を通して自己の課題を明確にする。

保育所の役割や機能の具体的展開について理解する。

養護と教育が一体となって行われる保育について

理解する。

保育所の社会的役割と責任について理解する。

観察に基づく保育理解を行う。

子どもの心身の状態や活動について理解を深める。

保育士等の援助と関わりについて理解を深める。

保育所の生活の流れや展開を把握する。

子どもの保育及び保護者・家庭への支援と地域社会と

の連携ついて理解する。

環境を通して行う保育、生活や遊びを通して総合的

に行う保育について理解を深める。

入所している子どもの保護者に対する子育て支援

及び地域の保護者に対する子育て支援について理解す

る。

関係機関や地域社会との連携・協働について理解す

る。

指導計画の作成、実践、観察、記録、評価について学

ぶ。

全体的な計画に基づく指導計画の作成・実践・省察・

評価と保育の過程について理解を深める。

作成した指導計画に基づく保育実践と評価を行う。

保育士の業務と職業倫理について学ぶ。

多様な保育の展開と保育士の業務について理解を

深める。

多様な保育の展開と保育士の職業倫理について理

解する。

今後の自己課題を明確にする。
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保育所実習 I評価票 

目白大学人間学部子ども学科 

実習生 第  学年 学籍番号    氏名 

施設名称 
 

 

施設長               ㊞ 

指導担当職員            ㊞ 

実習期間     年  月  日（  ）～    年  月  日（  ）（合計  日間） 

勤務状況 出勤  日 欠勤  日 遅刻  日 早退  日 

項
目 

評価の内容 評価上の観点 
評価(該当するものの□にチェック) 

実習生として非

常に優れている 

実習生として優

れている 

実習生として

適切である 

実習生として

努力を要する 

態 
 
 

度 

意欲・積極性 

・指導担当者からの指示を待つばかりでなく、自分から

行動している。 

・積極的に子どもとかかわろうとしている。 など 

□ □ □ □ 

責任感 

・十分な時間的余裕持って勤務開始できるようにして

いる。 

・報告・連絡・相談を必要に応じて適切に行っている。 

など 

□ □ □ □ 

探究心 

・日々の取り組みの中で、適切な援助の方法を理解しよ

うとしている。 

・日々の取り組みの中で、自己課題を持って実習に臨ん

でいる。 など 

□ □ □ □ 

協調性 

・自分勝手な判断に陥らないように努めている。 

・判断に迷うときには、指導担当者に助言を求めてい

る。 など 

□ □ □ □ 

知
識
・
技
術 

保育所等の役割と

機能 

・保育所等における子どもの生活と保育士の援助や関

わりについて理解できている。 
□ □ □ □ 

・保育所保育指針に基づく保育展開について理解でき

ている。 
□ □ □ □ 

子どもの理解 

・子どもとのかかわりを通した観察と記録作成による

具体的な子ども理解ができている。 
□ □ □ □ 

・子どもの発達過程について具体的な理解ができてい

る。 
□ □ □ □ 

・子どもへの積極的な関わりや具体的な援助ができて

いる。 
□ □ □ □ 

保育内容・保育環境 

・保育の計画に基づいた保育内容の実際について理解

できている。 
□ □ □ □ 

・子どもの発達過程に応じた保育内容の実際について

理解できている。 
□ □ □ □ 

・子どもの生活や遊びと実際の保育環境の関連性につ

いて理解できている。 
□ □ □ □ 

・実際の子どもの健康管理や安全対策について理解で

きている。 
□ □ □ □ 

保育の計画、観察、

記録 

・全体的な計画及び指導計画の関連について理解でき

ている。 
□ □ □ □ 

・記録に基づく省察と自己評価ができている。 □ □ □ □ 

専門職としての保

育士の役割と職業

倫理 

・専門職としての保育士の業務内容について具体的に

理解できている。 
□ □ □ □ 

・職員間の役割分担や連携について具体的に理解でき

ている。 
□ □ □ □ 

・専門職としての保育士の役割と職業倫理について具

体的に理解できている。 
□ □ □ □ 

総
合
所
見 

(できていたこと今後課題になること) 

総合評価 

(該当する

ものに○) 

実習生として 

 

（ ）非常に優れている 

（ ）優れている 

（ ）適切である 

（ ）努力を要する 
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保育所実習 II 評価票 

目白大学人間学部子ども学科 

実習生 第  学年 学籍番号    氏名 

施設名称 
 

 

施設長               ㊞ 

指導担当職員            ㊞ 

実習期間     年  月  日（  ）～    年  月  日（  ）（合計  日間） 

勤務状況 出勤  日 欠勤  日 遅刻  日 早退  日 

 

項
目 

評価の内容 評価上の観点 

評価(該当するものの□にチェック) 
実習生として

非常に優れて

いる 

実習生として

非常に優れて

いる 

実習生として

非常に優れて

いる 

実習生として

非常に優れて

いる 

態 
 

 

度 

意欲・積極性 

・指導担当者からの指示を待つばかりでなく、自分から

行動している。 

・積極的に子どもとかかわろうとしている。 など 

□ □ □ □ 

責任感 

・十分な時間的余裕持って勤務開始できるようにして

いる。 

・報告・連絡・相談を必要に応じて適切に行っている。 

など 

□ □ □ □ 

探究心 

・日々の取り組みの中で、適切な援助の方法を理解しよ

うとしている。 

・日々の取り組みの中で、自己課題を持って実習に臨ん

でいる。 など 

□ □ □ □ 

協調性 

・自分勝手な判断に陥らないように努めている。 

・判断に迷うときには、指導担当者に助言を求めてい

る。 など 

□ □ □ □ 

知
識
・
技
術 

保育所等の役割や

と機能の具体的展

開 

・養護と教育が一体となって行われる実際の保育につ

いて理解できている。 
□ □ □ □ 

・保育所等の社会的役割と責任について具体的実践を

通した理解ができている。 
□ □ □ □ 

観察に基づく保育

理解 

・実際の子どもとのかかわりを通して子どもの心身の

状態や活動に対する観察ができている。 
□ □ □ □ 

・保育士の動きや実践に対する観察ができている。 □ □ □ □ 

・実際の保育所等の生活の流れや展開について把握で

きている。 
□ □ □ □ 

子どもの保育及び

保護者・家庭への

支援と地域社会と

の連携 

・環境を通して行う保育、生活や遊びを通して総合的に

行う保育について理解できている。 
□ □ □ □ 

・保護者支援及び地域の子育て家庭への支援の実態に

ついて理解できている。 
□ □ □ □ 

・関係機関との連携の実際について理解できている。 □ □ □ □ 

・地域社会との連携の実際について理解できている。 □ □ □ □ 

指導計画の作成、

実践、観察、記録、

評価 

・全体的な計画及び指導計画の作成・実践・省察・評価

と実際の保育の過程の展開について理解できてい

る。 

□ □ □ □ 

・作成した指導計画に基づく保育実践の評価ができて

いる。 
□ □ □ □ 

保育士の業務と職

業倫理 

・多様な保育の展開と保育士の業務内容の関連性につ

いて理解できている。 
□ □ □ □ 

・保育士の職業倫理について具体的な実践に結びつけ

て理解できている。 
□ □ □ □ 

自己課題の明確化 
・保育士を目指す者としての自己の課題を明確にする

ことができている。 
□ □ □ □ 

総
合
所
見 

(できていたこと今後課題になること) 

総合評価 

(該当するものに

○) 

実習生として 

 

（ ）非常に優れている 

（ ）優れている 

（ ）適切である 

（ ）努力を要する 
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が独自の評価票を使用しているとの回答が得ら
れている。これは、各養成校が独自の実習課題
や評価基準を用いていることを反映していると
もいえるが、保育実習MS	Ver.2の評価基準の
難しさもあると考えられる。同調査報告でも、
保育現場から実践との乖離が課題としてあげら
れていた。この事とは、特に「子育て支援」に
関する評価項目が含まれるようになったことが
原因であると考えられる。この点は、最初の
2007年の保育実習MSが策定された当初から語
られていたものである。例えば、保育実習MS
においても、「…子育て支援を項目としてあげ
たことに対して評価する養成校がある反面、実
際に学生が実習中に地域や家庭との連携につい
て学習できるか、という点で消極的な見解の養
成校も多い」と述べられていた。また、千葉

（2008）は、保育実習MSの保育実習Ⅰ（保育
所）、保育実習Ⅰ（施設）、保育実習Ⅱ、保育実
習Ⅲのそれぞれの評価項目の肯定率を調査して
いる。その結果、肯定率が低値を示す大項目と
して「家庭・地域社会との連携」に関する項目
があげられていた。保育実習Ⅰ（保育所）「家
庭・地域社会との連携について理解させる」、保
育実習Ⅱ「家族とのコミュニケーションの方法
を、具体的に習得させる」「地域社会との連携に
ついて具体的に学ばせる」、保育実習Ⅰ（施設）

「施設・家庭・地域社会との連携について理解さ
せる」では50％以下の低い数値を示し、保育実
習Ⅲ「地域社会との連携について具体的に学ば
せる」でも当該実習の大項目のなかで比較する
と低い数値を示していることが示されている。
このような、保育実習MSに基づく評価項目に
対してネガティブな捉え方があるのは、従来の
保育実習では、日誌の記録、環境構成や指導計
画作成などの基礎技術面の向上が多くの保育士
養成校で課題となっており、保育実習指導のな
かに「模擬保育」などを取り入れる（千葉,	
2002）ことが中心となる傾向があった。このこ
とは、指導実習を実施することが保育実習の目
的化してしまい、養成校・学生・実習施設の三
者が保育実習を指導案の作成と指導実習の実施
を最終目標と考えていた時期が長く続いていた
結果だと考えられる。確かに、子ども理解とそ
れに基づく指導計画の立案、保育実践、実践の

評価（振り返り）の一連の流れが重要な保育士
の活動であることを否定はしない。しかしなが
ら、保育実習で実施されることの多い、部分実
習や責任実習の指導案は、実際の保育現場で作
成する機会はあまりなく、それよりも週案など
の作成をした方が学生にとってより実践的な実
習になるかもしれないが、現実的には実習生に
1 週間の見通しを持った計画を立案すること
は難しい面もある。従来の保育実習の在り方
は、保育実習で体験した課題（指導実習などを
実施すること）と、実際に勤務することになる
保育現場で求められる課題（日々の保育活動を
実践すること）に齟齬が生じ、いわゆるリアリ
ティショックの一因となる可能性も考えられ
る。また保育者養成校の卒業生調査を行った
原・髙橋・おかもと・日暮・當銘（2021）の報
告でも、「子どもの内面を理解しようとする」や

「子どもの体調の変化に気づく」に続いて、「保
護者への支援・助言を行う」が「保育者」とい
う仕事をして専門性を強く意識する場面であげ
られており、保護者との関わりが現場で重要な
活動であることは疑いようがない。このよう
に、保育実習の場を将来保育士として勤務する
ために必要な知識、技術、態度を学ぶ場である
と考えるのであれば、より包括的な保育士の役
割を含む保育実習MSの評価項目は妥当性のあ
るものであると言える。

保育実習MSの評価票では単なる項目が示さ
れているだけであったが、保育実習MS	Ver.2
の評価票では、各評価項目に「評価上の観点」
が示されるとともに、別表として各実習の「知
識・技術の評価内容に対応する実習体験や評価
のポイント11）」が示されている。これは、保育
実習MSの評価票では項目が示されているのみ
であったことへの反省として、各評価項目のポ
イントを養成校・学生・実習施設間で共有する
ための取り組みと考えられる。そこで、本学子
ども学科では、保育実習MS	Ver.2に基づき、実
習ごとに「評価票（知識・技術）評価の視点参
考例」を作成することとした。尾﨑は、保育実
習の評価方法として「評価観点」を横軸、「学修
状況の度合いを示す尺度」を縦軸にしたマト
リックスで、それぞれの尺度には観察可能な特
徴を示した記述語が記されるルーブリックによ
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る評価方法を示し、評価しようとする能力や技
術を実際に用いる活動の中で評価しようとする
パフォーマンス評価の重要性を指摘している

（尾﨑・中村，2017）。このような考えを参考に
し、「評価票（知識・技術）評価の視点と評価対
象」を作成した（資料 3 , 4 参照）。
1	）「評価の視点」：評価票の評価項目を大項目、
小項目とし、各小項目にいくつかの具体的な
学生が実習中に理解すべきことや実践すべき
行動として示し、それらの指標をチェックす
ることで評価できるようにした（保育所実習I
では各小項目に四つの指標で評価、保育所実
習IIでは各小項目に二つの指標がありそれぞ
れに「できた」もしくは「よくできた」で評
価）

2	）「評価対象」：各小項目の評価チェックを行
う際に、実際に評価の対象となる実習生の活
動や記録などの成果物の事例を示した

以上のような取り組みを行った。これまで
「保護者支援」について理解することが評価の
対象になるとき、「実際に、実習生に保護者支援
を行わせることは難しい」という考えになりが
ちであるが、あくまでも実習生が理解するのは

「保護者支援」として現場の保育士が行ってい
る活動を理解することである。そのことを、「現
在いる実習施設で行われている保護者支援の取
り組みを知る」ことや「そこで、現場の保育士
がどのような活動をしているかを知る」という
具体的なパフォーマンスとして明記していくこ
とが重要であると考えられる。このチェックリ
ストは、先にも述べた通り実際に授業の中で学
生に対して説明するとともに、実習施設にも送
付している。しかしながら、現段階では、それ
自体が評価票になっているわけではなく、あく
までも評価をサポートする資料という位置づけ
である。

５�．保育実習指導のミニマムスタンダー
ドVer.2に基づく実習評価の課題3：評
価項目に対応した実習記録の改定
さらに、「評価対象」を整理していく中で、評

価の対象となる学生の成果物や活動の整理を

行った（資料 3 , 4 参照）。
１	）保育所実習Iの評価票の大項目「保育所等

の役割と機能」に対応する評価対象として、
実習のオリエンテーションや事前学習を通し
て自らの実習施設のパンフレット等を確認
し、一般的な保育所の理解ではなく、その実
習の当該施設の概要やデイリープログラムを
理解することを評価の視点とし、実習日誌に
収集した資料を張り付けるページを作り、評
価の視点を見える化できるようにした。

２	）保育所実習Iの評価票の大項目「保育内容・
保育環境」においては、小項目「保育の計画
に基づいた保育内容の実際について理解でき
ている」、「実際の子どもの健康管理や安全対
策について理解できている」が含まれてお
り、同じく大項目「保育の計画、観察、記録」
においては小項目「全体的な計画及び指導計
画の関連について理解できている」とう評価
項目がある。さらに、保育所実習IIの大項目

「指導計画の作成、実践、観察、記録、評価」
においてはこれまでにも述べてきたが、従来
の保育実習では、毎日の日誌の記述と指導実
習のための 1 日もしくは一部の指導案を作
成することに終始しがちであった。先にも述
べたように、保育実習が保育士としての実務
を理解する場であるとすれば、全体的な計画
や長期の指導計画（月案等）､ 短期の指導計画

（週案等）のようにより実践に関わる指導計
画の実際を理解し、保健計画や避難訓練計画
など様々な計画に基づき保育士の業務が遂行
されていることを実習を通して学生が理解で
きるようにした。

３	）保育所実習Iの評価票の大項目「子ども理
解」においては小項目に「子どもの発達過程
について具体的な理解ができている」が含ま
れ、同じく大項目「保育内容・保育環境」に
おいては小項目に「子どもの発達過程に応じ
た保育内容の実際について理解できている」
が含まれている。保育所実習I日誌としては
従来通りの時系列の記録を使用するが、実習
施設の状況に配慮しつつ各年齢での実習を行
うことを推奨するようにした。従来、実習施
設でどのクラスに配属されるかは、当該施設
の判断に任せることが多く、保育実習MS	
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日誌③（子育て支援・地域支援に関わる取り組み等） 
    月  日（  ）                  実習生氏名        
実習のねらい 
 
 
活動の概要 
 
 
 
 
                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

 

Ver.2においても様々なパターンが示されて
いる。ただし、90時間という限られた時間の
中で、学生が子どもの発達過程を俯瞰してみ
られるような体制づくりを行うこととした。

４	）保育所実習IIの評価票の大項目「観察に基
づく保育理解」において小項目「実際の子ど
もとのかかわりを通して子どもの心身の状態
や活動に対する観察ができている」､「保育士
の動きや実践に対する観察ができている」な
どが含まれており、保育所実習Iの評価項目
が発達過程の理解に重点がおかれていたのに
対して、保育所実習IIでは、より深い一人ひ

とりの子どもの理解やそれに基づく子どもへ
の関わりの理解が重要になると言える。先に
示した保養協の「保育実習の効果的な実施方
法に関する調査研究」においても、子ども理
解の取り組みとして鯨岡・鯨岡（2007）のエ
ピソード記述に基づく、エピソード記録型日
誌が有効であると示されている。そこで、保
育所実習IIでは、従来の時系列による記録と
エピソード記録の二つのタイプの日誌を併用
することとした。時系列の記録とエピソード
記録を保育実習の課題に即して使い分けるこ
とが大切だと考えられる。
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５	）最後に、保育所実習IIの評価票の大項目「子
どもの保育及び保護者・家庭への支援と地域
社会との連携」において小項目「保護者支援
及び地域の子育て家庭への支援の実態につい
て理解できている」､「関係機関との連携の実
際について理解できている」、「地域社会との
連携の実際について理解できている」が含ま
れてる。先にも述べたように、この部分が評
価困難であると認知されていると思われる。
そこで「子育て支援等に関する記録」という
実習記録を新しく作成した（資料 5 参照）。
これは、保育実習期間中に預かり保育や休日
保育など事業や園庭開放を行い近隣の保護者
と子どもに対して遊びの場の提供を行ってい
る実習施設などで､ 一日そこでの保育士の活
動に実習生として参加し日誌として記録をす
る。また、そのような事業を実施していない
実習施設や実習生が参加することが難しい事
業の場合、そこでの保育士の役割についてイ
ンタビューを行い、その内容を記録するため
のものである。これらの記録を実習生の成果
物として評価対象とするためのものである。

６．まとめ
本学子ども学科では、保育士養成課程の新カ

リの実施に伴い、保育所実習I,IIおよび保育所
実習指導I,IIを保育実習MS	Ver.2に準拠し学修
内容の整理を行った。そのためにまず、保育実
習のシラバスと評価票の対応と、養成校・学
生・実習施設間の共通理解を進めるための取り
組みを行った。次に、評価票を学生のパフォー
マンス評価となるように、評価項目ごとに「評
価票（知識・技術）評価の視点参考例」と「評
価対象」からなる評価のための補足資料を新た
に作成した。最後に、「評価票（知識・技術）評
価の視点参考例」と「評価対象」対応できるよ
うに、保育所実習IIでは日誌として新たに「子
育て支援等に関する記録」をつけるなど、従来
の実習記録の改定を行った。

この報告は、保育実習MS	Ver.2にともなう
新しい保育実習にかかわる取り組みの 1 例で
あり、今後各保育士養成校の実習指導の在り方
の議論のきっかけになることが望まれる。

【注】
１）全国保育士養成協議会（編）（2007）．『保育実
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が協働して保育士を育てる─』北大路書房

２）一般社団法人全国保育士養成協議会　保育実習
指導のミニマムスタンダード編集委員会（編）
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2017年版』一般社団法人全国保育士養成協議会

３）一般社団法人全国保育士養成協議会（編）
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９）一般社団法人全国保育士養成協議会（編）
（2018）．『平成29年度子ども・子育て支援推進調
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